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【第２回最難関大志望者合同進学合宿】 

県主催の事業で、最難関大学を志望する本校・弘

前高校・八戸高校・八戸北高校の生徒を対象とし

て、12月 19 日(土)・20日(日)に実施しました。 

 

《目的》 

青森県内の最難関大学を志望する生徒が一堂に会

し、高い志を持つ生徒同士が切磋琢磨しながら学び

を深め、個々の思考力を伸ばすとともに、進路志望

の達成に向けて高い目標と具体的な目的意識を持

ち、主体的に学んでいく意欲を高める。 

 

《重点目標》 

１ 最難関大入試レベルの問題に取り組み、解説講

義を聴くことで、求められる知識・技能、思考

力・判断力・表現力の水準を知る。 

２ 他校生と少人数で協働的に学ぶことで、学びの

深め方・広げ方を知る。 

３ 地方から東大を目指し合格を手にした学生講師

との交流を通して、学びの深め方・広げ方・覚

悟を持った学びを実感し、東大合格へのモチベ

ーションを高める。 

４ ここで得た学びの方法を指針とし、今後の学習

に生かす主体的な態度を身につける。 

 

《日程》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《１日目の様子》 会場・・・各高校 

・開講式（オンライン） 

 

 

 

 

 

 

・講演（オンライン） 

 Benesse鉄緑会個別学力センター講師陣 

「最難関大学の魅力とその合格に向けて」 

 

 

 

 

 

 

《２日目の様子》 会場・・・青森高校 

・開催セレモニー     

 

 

 

 

 

 

 

 

・講義（英語 理型）   （英語 文型） 

 

 

 

 

・講義（数学 理型）   （数学 文型） 
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第１日　12月19日（土）　
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第２日　　12月20日（日）
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16:25 アンケート記入

16:40 閉講式・解散

【講義】数学の解説

英　語（東大模試演習）

休憩10分

諸連絡・解散[各校ごとに]

文・理共通日程

講　演　〔オンライン〕　　Benesse鉄緑会個別学力センター講師陣

数　学（東大模試演習）

昼　休　み

休憩15分

　「最難関大学の魅力とその合格に向けて」

開講式　〔オンライン〕
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50分

90分

90分

120分

15分

移動〔全体会場へ〕

【分科会】少人数グループで数学問題にチャレンジ

45分

120分

文型〔2年1組 教室〕 理型〔2年3組 教室〕

昼　休　み

諸連絡　[図書学習センター]

受付開始

開講セレモニー・日程説明・グループ分け発表

移　　動[各教室へ]

休憩・グループ会場へ移動15分

【講義】数学の解説 【講義】英語の解説

【講義】英語の解説
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・分科会（少人数グループで数学の問題にチャレンジ） 

 

 

 

 

 

 

《本校生徒の振り返りシート抜粋》 

①自分の学力の現状【課題発見力】 

 

 

 

 

 

②上記の現状を踏まえた、学力向上のための計画

【原因分析力、課題解決力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③今回の「合宿」を通して考えたこと 

【受信力・発信力、行動力、自己実現力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身につけて欲しい習慣 part②】 

⑤ 最善策・次善策・譲歩策の 3つを考えよう。 

最善策（自分の中で最も良い策・案・予定）、次善策

（最善策が成り立たない場合に、自分の中で 2番目に良

いと思う策・案・予定）、譲歩策（考え得る中で、自分の

中で譲歩できる策・案・予定）の 3つを考えよう。世の

中すべてが自分の望み通り（最善策）になることはあり

得ません。そのときの状況や情勢によっては譲歩策にな

ることも多々あります。大切なのは譲歩策をとった後に

どのような行動・改善策をとるかです。人生とは、自分

にとっての最適解を探ることの連続です。３つの策を考

える習慣を身につけていきましょう。 

 

⑥ 知人友人・家族・自分を大切にしよう。 

自分の都合だけ考えて行動しているうちは、どれだけ

年齢を重ねていようが未熟な人であると考えます。相手

は何故そのような状況・状態なのか。表面上には見えて

こなくても何かしら困った事情があるのではないか。少

しで構わないのでこのような視点を持ってみてくださ

い。相手の立場に立って考えられる人・背景には何があ

るのか本質を捉えて行動を取れる人こそが成熟した人だ

と思います。知人友人・家族・そして自分を大切にする

習慣を身につけていきましょう。 

 

⑦ 自分の頭で考えて行動しよう。 

当たり前のことですが、実は難しいことです。何かを

考える時には最低限の知識が必要です。知識は多ければ

多いほど物事を多角的・複合的に物事を考えることがで

きます。また、その場の状況や条件によってどのように

行動するかは変わってきます。そのときに大切になって

くるのが過去の事例や先人たちの智慧です。過去の事例

を知ることで我々は自身の経験がなくとも追体験するこ

とができます。中には批判的に捉える問題もあります

が、そのときに意識して欲しいことがあります。それは

「相手を貶めることなく、批判と同時に批判以上の改善

策と責任を持つこと」です。批判をすることは誰でもで

きます。しかしそれでは物事は解決しません。当事者意

識を持って自分ならどうするか。責任ある立場の人が判

断を下した背景には何があるのか。よく考えてみてくだ

さい。俯瞰して物事を見つめ、自分の頭で考えて行動す

る習慣を身につけていきましょう。 


